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■ 2017年度
　 FUJITSUファミリ会

■ FUJITSUファミリ会論文
　　論文受賞者座談会 /優秀論文概要

■ ICT基礎講座Close-Up
　　次世代プラットフォームとして期待される
　　「ブロックチェーン」

■講演録
　　キャスター /アナウンサー　
     吉川 美代子 氏 

■HUMAN HUMAN
　　コンサルソーシング株式会社
　　代表取締役　松井 順一 氏 
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表紙のことば（世界の橋シリーズ）
伯方・大島大橋
（はかたおおしまおおはし）
愛媛県今治市

尾道（広島県）と今治（愛媛県）を結ぶし
まなみ海道は、芸予諸島を結ぶいくつか
の橋を通る。1988年に開通した「伯方・
大島大橋」もその一つ。かつて村上水軍
の拠点であった能島にもほど近い。伯方
島と見近島を結ぶ伯方橋（桁橋・325
メートル）と、見近島と大島を結ぶ大島
大橋（吊橋・840メートル）を総称したも
ので、桁橋と吊橋という異なる形状の橋
が一本になっている。

春季大会

会長 内田 悟 氏

FUJITSU
ファミリ会

内田新会長ごあいさつ（春季大会より）

　ただいまご紹介いただきました、JXア
イティソリューション株式会社の内田で
ございます。今年度より下條会長の後
を引き継ぎ、由緒ある会員数日本一の
ITユーザー会の会長を仰せつかりまし
て、非常に光栄でありますし、重責に身
の引き締まる思いであります。
　2017年度のファミリ会の活動方針は
「『柔軟な発想』と『断固たる行動』」です。
従来からある慣習や過去の成功体験に
とらわれない発想をもち、一度決めたら
それをとことん最後までやりぬくことにこ
だわり、チャレンジしていきたいと思って
います。具体的には、情報セキュリティの
問題や、IoTやAIなどによる事業の合理
化・業務改革、ワークスタイル変革ある
いはグローバル人材やダイバーシティへ
の対応など、会員企業の皆様の課題解
決、さらなるビジネスの成長につなげて
いくことを視野に最新のICT利活用に関
する情報提供と意見交換等につなげて

いきたいと思います。
　また、前任の下條会長から「会員数の
増加」と「復興支援」の2つを引き継い
でいかなければならないと思っておりま
す。会員数は下條会長在任時の3年間
で約400増えたと聞いています。影響力
を強める、あるいは活動の勢いを高め
るためにも、力を尽くしてまいります。ま
た、復興支援に関しても、東日本大震災
あるいは熊本地震を風化させないため
にも、全国組織であるファミリ会として貢
献していきたいと思っております。
　会のスローガン『語りあう夢、きそい
あう知恵』のもと、会員満足度の向上と
企業活動への貢献という観点から会員
の皆さんにとって魅力溢れる様々な活
動を展開してまいりたいと思っておりま
す。引き続きご支援・ご協力のほどよろ
しくお願いいたします。

下條前会長から内田新会長へ、ファミリ会
への想いは引き継がれた

春季大会
2017 年度 FUJITSUファミリ会

5/19（金）、帝国ホテルにおいて
2017年度春季大会が開催されました。
全国から1,000名を超える会員・関係者が集い
盛況な大会となりました。
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2017 年度活動方針

「柔軟な発想」と「断固たる行動」

全国から1,000名以上が集結

大会に先立ち行われた総会では、2016年度の
活動報告などの後、2017年度の活動方針や
予算等が承認された

富士通株式会社
代表取締役社長
田中 達也 氏

キャスター、
アナウンサー
京都産業大学
客員教授
吉川 美代子 氏

　春季大会は、内田ファミリ会新会長の挨拶で幕が開けまし
た。続いて富士通株式会社 田中社長が挨拶。同日、都内で
行われていた富士通フォーラムのテーマ「Human Centric 
Innovation: Digital Co-creation」をあげ、富士通は引き続
き最先端のテクノロジーを追求し、お客様に安心・安全なプ
ラットフォームをグローバルに展開すること、またCo-creation
（共創）のプレイヤーの一員として参画することでイノベーショ
ンに貢献していきたいと述べられました。また、続いての2016
年度ファミリ会論文の表彰では、受賞者に惜しみない拍手が
送られました。式典の後に行われた記念講演「相手に伝え
る、伝わる話し方」では、吉川美代子氏の話に熱心に耳を傾
ける姿が見られました。懇親会も大勢の方で会場が埋め尽く
され、大盛況のうちに大会の幕が下ろされました。
　　　　　　　　〈吉川氏の講演録は本号P12-13に掲載〉

　今やあらゆる業界において、ICTを活用した改革が重要な経営課題となっており、
我 と々しても会員企業に対し本当に役に立つ活動を提供していく必要がある。
　既存の慣習や過去の成功体験にとらわれない「柔軟な発想」を持ち、かつ、一度決めた
ら最後までやり抜く「断固たる行動」を通じ、より有意義で質の高い活動を実践していく。

日本最大の ICT ユーザー会として、
新たな ICT環境に向けた、会員企業の課題解決や
更なるビジネスの成長へ貢献する

会員相互のコミュニケーションの活性化と、
人財育成支援の強化を推進する

社会貢献活動に継続的に取り組み、
社会的責任を果たす

－IoT/ ビッグデータ /AI など、時代を先取りした ICTの情報や企業活用事例を
　質・量ともに豊富に提供
－LS 研を中心にしたイノベーションをもたらす研究・開発活動の実践
－会員のシステム部門に貢献する、ICT活用の情報発信や、意見交換の機会提供

－国際競争を勝ち抜くための ICT人財育成に繋がる研修・研究会の開催
－女性の活躍を積極的に支援する活動の推進
－地域密着型行事や会員相互の研鑽・交流の促進
－ファミリー参加型の新たなメニュー作り

－東日本大震災及び熊本地震への復興支援をはじめとする活動の継続

懇親会

懇親会にも大勢が参加し、大盛況のうちに大会は閉幕した

挨拶 
富士通
株式会社
執行役員専務
小野 弘之 氏

乾杯/挨拶
FUJITSU
ファミリ会 
副会長 
西崎 宏 氏

中締め 
FUJITSU
ファミリ会
中国支部長
渡辺 泰朗 氏
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業務の取り組みをテーマに

島田裕次氏（以下　島田）　毎年、ファ
ミリ会論文には、会員の方 よ々り多くの
応募がありますが、2016年度は、今
回お招きした瀬古さんの『ワークライフ
バランス実現に向けた支援とは　育児・
介護社員に関する課題及び施策の仮
説立案から効果検証を踏まえて』が優
秀論文に、吉田さんの『客先常駐型ビ
ジネス構造の中小IT企業における人財
育成の実践報告』が秀作論文に選ばれ
ました。ファミリ会主催ということで、
ICT事例の論文が多いと思われがちで
すが、今回のように世の中の動きに則
した、多様なテーマが寄せられていま
す。まずお二人が応募された経緯と、
テーマ選びについてお聞かせください。
瀬古美菜子氏（以下　瀬古）　今回の論
文のテーマである、育児・介護社員の
ワークライフバランス支援は、1年ほど
前から業務として取り組みを始めていま
した。以前、ファミリ会論文に応募され
た論文を読ませていただく機会があり、
今回のテーマなら書けるのではないか
と思い、挑戦を決めました。
吉田一美氏（以下　吉田）　私も現在の
業務からテーマを選定しました。これま
で 5 年間ほど人材育成のための施策

に携わっており、こうした業務を改めて
見直すには、論文はとてもいい機会に
なると、上司からすすめられたのがきっ
かけでした。
島田　論文作成は構成力や論理展開
力、文章力など様々な力が求められま
す。今回の論文執筆は、良い経験に
なりましたか。
瀬古　はい、とても良い勉強になりまし
た。私の場合、業務中はなかなか時間
が取れなかったため、自宅に戻って子
どもを寝かしつけて、夜の 22 時頃から
集中して書きました。エントリー特典と
して提供される『レポート・論文の書き
方入門（河野哲也 著、慶応義塾大学
出版会）』がとても参考になりました。
特にその中にあった「本を書く作者に
なったつもりで書きなさい」という内容
の文があって、それが心に響きました。
全体の流れを考えつつも、夜は書きた
い気持ちを込めて一気に書きました。
さらに昼間、業務の時間が空いたとき
に冷静に見直し、推敲を重ねながら、
3週間ほどで書き上げました。
吉田　私は、部内の業務を検証する
意味合いや上司の後押しもあり、比較
的仕事が落ち着いている勤務時間内に
執筆しました。上司からの指導が、と
ても力になりました。吉田 一美 氏

秀作論文
株式会社トータルオーエーシステムズ

ご参加いただいた方々

ファミリ会論文

2016年度は一般論文25編、新人賞10編の応募があり、優秀論文1編、秀
作論文3編、新人賞5編が入賞論文として選定されました。
今回、多くの企業が抱える人材活用・育成の課題に、自身の業務の取り組み
からアプローチし、初めての応募で見事、優秀論文・秀作論文を受賞された
お二人に、論文への取り組み方や、その経験から得られたメリットなどについて、
論文委員長の島田氏がお話をうかがいました。

FUJITSU
創立から50年以上の歴史を持つユーザー会の活動の一つ
として受け継がれている『FUJITSUファミリ会論文』。
毎年1回「会員企業の課題解決に役立つさまざまな事例」
をテーマに募集を行っています。

2016 年度受賞者座談会

瀬古 美菜子 氏

優秀論文
小林クリエイト株式会社

島田 裕次  氏

FUJITSUファミリ会　論文委員長
東洋大学　総合情報学部　教授
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社内外からの評価が
大きな自信に

島田　論文執筆にあたって、苦労し
た点や気づきなどはありましたか。
吉田　論文をどのようにまとめ上げ
るかに苦労しました。業務はまず目
的を考え、行動を起こしますが、論
文はこうした取り組みをどう評価し
て、成果を分析し、まとめるか。そ
の点が難しいと感じましたが、論文
を書き上げることで、今後の課題も
明確になり、さらにどんな施策に取
り組むべきかなど、次に向けての思
いが湧き上がってきたのも大きな財
産。ここで終わりではないと改めて
感じることができました。
瀬古　私は今回、論文を作成する上
で、様々なデータを分析しましたが、
こうした作業は一緒に仕事に取り組
んでいるチームの仲間の協力があっ
たからです。とても一人の力ででき
るものではなく、改めて周りの方々
の協力に感謝しています。
島田　お二人の論文は見事、優秀論
文、秀作論文に選ばれました。反響
はいかがでしたか。
瀬古　受賞は社内からも高く評価さ
れ、私たちの取り組みを社内に浸透

させるきっかけづくりにもなりまし
た。また社外の方々からの評価は客
観的な指標でもあり、たいへんうれ
しく、自信にもなりました。
吉田　賞をいただけたことは、社内
の上層部から私たちの業務への再評
価につながったと感じています。
島田　授賞式には皆さんの会社の社
長や上司の方々もいらっしゃって、
とても喜ばれていました。企業とし
てもこうした優秀な人材がいること
を外部にアピールできる、すばらし
いことです。

論文は自分が成長する
貴重な機会

島田　これからファミリ会論文に挑
戦したいと思われている方々に、伝
えたいことはありますか。
吉田　今やっている業務がなぜ、何
のためにやっているかを改めて考え
て整理していく。論文はそうした機
会を与えてくれるきっかけになると
思います。自分の身近な課題に向き
合い、整理することで、次の一歩を
進むために必要なことが見えてきま
す。まずは自分の業務を見直してみ
るのも良いのではないでしょうか。

瀬古　自分自身に関する課題、会社と
しての課題、社会全体の課題。身の
回りに課題はたくさん落ちています。そ
ういった課題にまずは目を向けてみるこ
と、そして課題を解決するためにはどう
したら良いかを考えることが、論文を書
いてみようと思えるきっかけになるので
はないでしょうか。論文を書く作業は確
かに苦しくもありますが、同時に楽しさ
もある。私も貴重な経験をさせていた
だきました。
吉田　それに提出した論文には論文委
員の方たちからていねいなコメントがい
ただけます。社外の方から意見やアドバ
イスを得られる機会はなかなかありませ
んので、とても貴重でうれしく感じました。
これも大きな魅力ではないでしょうか。
島田　そう言っていただけるとうれしい
ですね。論文委員会でも『論文の書き
方』セミナーを開催するなど、応募し
やすい環境づくりに積極的に取り組ん
でいます。そうした機会を活用して、ぜ
ひより多くの方々に参加していただきた
い。ものを書く楽しみ、考える楽しみ、
そういう喜びをファミリ会論文をきっか
けにしてほしいと思っています。本日は
どうもありがとうございました。今後の
さらなるご活躍を期待しています。
〈論文募集の詳細は本号P17に掲載〉

左：ファミリ会内田会長
より表彰状の授与（春季
大会／5月19日）

上：これから論文執筆に
挑戦される方へメッセージ
をいただいた

右：5月18日に開催された
「富士通フォーラム2017」で
の論文発表の様子

下：受賞者を代表しての
挨拶に、会場からは盛大な
拍手が送られた
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　昨今の環境変化からワークライフ
バランスに関する機運が高まってい
る。当社においても育児・介護社員
の増加が予測される中、自身の経験
やヒアリングから、次の仮説を立てた。

・育児社員の成長やキャリア形成に
関する課題があり、制度や運用面の
支援が必要

・介護社員の実態が不透明であり、
潜在介護社員を含む課題の可視化と
支援が必要

　様々な職場や環境の声を反映でき
るよう、部門横断・男女混合のメン
バーからなるワークライフバランス
推進委員会を発足した。全社員を対
象にアンケートを実施し、育児社員、
介護社員、管理職のセグメントで課
題を可視化させた。抽出した課題に
対する各施策を導入した結果、1年
弱で離職率が改善された他、育児・
介護社員のパフォーマンス向上、職
場の意識改革に効果が表れている。
　これらの仮説立案から効果検証まで
を論述するとともに、真のワークライ

フバランス実現に向けて会社として支
援できることは何かを考察する。

　当社では、もともと育児や介護を
しながら仕事を両立するための制度
は整備されていた。育児・介護休業
制度をはじめとして、所定の労働時
間を短縮する時短勤務制度、看護・
介護休暇制度などである。長期休業
からの復帰後は、無理なく業務と育
児や介護との両立ができるよう配慮
している職場も多い。
　しかし、社員のニーズや昨今の社
会環境の変化に応えるまでには十分
で無いと考えていた。なぜなら、２
度の育児休業（以降、育休）と育児時
短勤務の経験から、私自身が課題や
弊害と感じたことがいくつかあった
からである。
（1）育休復帰後あるいは時短勤務中

仮説の立案

仮説立案からの
プロジェクト発足

＊優秀論文をはじめとした入賞論文を含
む一般論文の全文は、FUJITSUファミリ
会ホームページにて閲覧できます。
http://jp.fujitsu.com/family/article/

2016 年度優秀論文概要

ワークライフバランス実現に向けた支援とは
- 育児・介護社員に関する課題及び施策の仮説立案から効果検証を踏まえて -

瀬古 美菜子 氏
小林クリエイト株式会社

FUJITSUファミリ会論文

【論文要旨】

【論文概要】

6 Family377号  2017.6.20



の評価方法・評価視点が不透明
（2）時短勤務中の業務課題の質・レ
ベルが低くなりがち
（3）育児と両立しながらの中長期的
なキャリアがイメージできない
　共通してその先に見えるのは、い
わゆるマミートラックである。育児
社員のキャリア形成や仕事の活躍の
場を広げるための制度や運用、社内
風土が不足している。育児社員の意
欲の減退や職場全体の生産性の低下
にもつながりかねない。育児社員に
ヒアリングを取ったところ、仮説を
裏打ちするような声が複数寄せら
れ、危機感を覚えた。
　一方、介護社員については誰が対
象で具体的にどのような問題を抱え
ているのか、周囲や担当部門に聞い
ても分からない状況であった。しか
し、当社社員の年齢構成比（図）を見
ると、介護世代と呼ばれる50歳台以
上が 3 割を占め、5 年後には 4 割に
増加の見込みである。問題が発生し
てからでは手遅れとなる可能性が
高い。
　介護社員に関する情報が見えない
中、潜在的な課題が多く潜んでいる
との仮説を立て、まずは課題を可視
化させることが必要であると考えた。

　取り組み開始前の3年間、育児・
介護社員の離職率は若干の増加傾向
にあったが、取り組みを開始して約
1年で、同離職率は前年度から 0.4％
改善された。相談窓口への相談対応
の結果もあるが、会社として育児・
介護社員を大切にする姿勢が及ぼす
影響が大きかったと考える。
　育休復帰者支援カリキュラムを受
けた社員からは、「上司との面談や
評価制度の説明を通して、自分に求
められていることや期待されている
ことが分かり復帰後の働き方が明確
になった」との声があった。
　また、時短フレックスタイム制度
については勤務時間に制約がある社
員の約半数が当制度に切り替えてお
り、導入先の職場からは感謝の声が
多数寄せられた。「繁閑業務への対応
が可能となり当事者・職場共に生産
性が上がった」「任せられる業務範囲
が広がることで当事者の仕事へのや

る気やモチベーションが高まった」
ことが要因である。時短勤務からフ
ルタイム勤務への早期移行を促す
切っ掛けになったとの報告もあった。

　育児・介護に関する休業・休暇制
度の見直しなど、世間情勢や社員の
ニーズを鑑みた施策展開を現在予定
している。また、より柔軟な働き方
改革のための施策として、テレワー
ク導入についても検討を進めている
ところである。
　一方、生産工場の現場で働く社員
の場合、フレックスタイム制度やテ
レワークの利用が難しい。そのため、
職種を問わずより多くの社員が仕事
と育児・介護の両立の見通しを立て
ることができるような方策について
も併せて検討を進めていきたい。

各課題に対して必要な施策を検討し、具体的な実施事項の
洗い出しを行った。各施策の検討から導入までの期間は2～
4ヶ月とし、短期間でスピード感を持って進める計画とした。

※マミートラック：子供を持つ女性の働き
方の一つで、仕事と子育ての両立はできる
ものの、昇進・昇格とは縁遠いキャリアコー
スのこと

表　課題に対する施策の導入計画

離職の抑制と
パフォーマンスの向上

取り組みの効果

育児・介護社員への
更なる施策展開

今後の課題と展望※

図　 当社社員の年齢構成比（2015.10 現在）
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テクノロジーを駆使することによって新たな
金融サービスを次々と生み出しているFintech
（フィンテック）において、Bitcoin（ビットコイン）
の中核技術として生み出されたブロックチェー
ンが、様々な用途へ応用でき得ると注目されてい
る。インターネット以来の革命とも言われるブ
ロックチェーンの技術や業界動向、先進事例など
から、社会にもたらす影響とビジネスへの可能性
を考える。

　仮想通貨（あるいは暗号通貨）「ビットコイン」には、中央
銀行などの公的な発行機関が存在しない。また、支払いは当
事者間で直接やり取りされ、銀行やクレジットカード会社
も存在しない。これは仮想通貨が、テクノロジーのみで従来
の発行および仲介機関と同等の信用を実現しているからで
ある。こうした第三者機関の介在なしに安全な取引を行う
には、二重支払いや改ざんなどの不正行為を抑止し、また第
三者機関の役割を利用者間に分散する技術が必要である。
その中核になっているのが「ブロックチェーン」と呼ばれる
技術である。すべての取引履歴を従来の第三者機関が一元
的に保持していた中央集中管理から、利用者間で共有する
「分散台帳（データベース）」による分散管理へ、従来の信用
構造を大きく変える技術である（図1）。
　ブロックチェーンは進化の過程にある技術であり、社会
インフラになるとしても時間がかかるとの見方が一般的で
あるが、仮想通貨にとどまらず、後述する「スマートコント
ラクト」によって、あらゆる産業分野における次世代プラッ
トフォームになり得ると期待されている。ウェブブラウザ
Netscape Navigatorの開発者として知られ、現在はシリ
コンバレーのベンチャーキャピタルを率いるマーク・アン
ドリーセン氏は、「1975年のパーソナル・コンピュータ、
1993年のインターネット、そして2014年のビットコイン」
と述べ、ブロックチェーンがインターネット以来のインパ
クトであると言及するほどである。

　ブロックチェーンは2008年、暗号理論に関するメーリ
ングリスト上で「Satoshi Nakamoto」

※1

と名乗る人物が発
表した論文「Bitcoin: A Peer-to-Peer Electronic Cash 

■図1 中央集中管理から分散管理（ブロックチェーン）へ
出典：経済産業省「ブロックチェーン技術を利用したサービスに関する国内外動向調査報告書」

第三者機関を不要にする分散管理

ビットコインにおけるブロックチェーンの仕組み

次世代プラットフォーム
として期待される
「ブロックチェーン」

※1 本名かどうかも含め、当該人物の正体は不明
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System」で提唱された分散データベースの仕組みである。
その後、多くの開発者によって機能の改良や追加が行わ
れ、多様なブロックチェーンが生まれているが、ここでは
論文に書かれている仕組みを見ていく。
　ブロックチェーンは、約10分ごとに作成される世界中
の取引（トランザクション）をまとめたブロックを、直前の
ブロックと鎖（チェーン）状につなげて記録していく。作
成されたブロックには、個々のトランザクションのタイ
ムスタンプ（トランザクションが発生した時刻）と、集めた
トランザクションからハッシュ計算で求めるパラメータ
（Nonce）、および直前のブロックの内容を示すハッシュが
記録される（図2）。
　ブロックチェーンは、次のような手順で更新される。ト
ランザクションの管理には複数のコンピュータ（ノード）
が参加しており、新しいブロックの作成に成功したノード
が、その情報を全ノードへ一斉通知する。通知を受け取っ
たノードは新たに追加されたブロックの正当性を確認し、
問題がなければ自分のブロックチェーンに追加する。この
時の、新しいブロックを作成するための合意（コンセンサ
ス）形成のアルゴリズムとして、ビットコインは次のよう
な「PoW（プルーフ・オブ・ワーク）」を採用している。新
しいブロックの作成に必要な計算に平均10分かかるよう
に設定されており、最初に計算できたノードが最も計算資
源を投入したと見なされ、新しいブロックを作成する権利
を得るというルールである。このノードには報酬として、
新規に発行されたビットコインと取引手数料（一部の利用
者が支払う手数料から充当）が与えられることから、「マ
イニング」あるいは「採掘」とも呼ばれる。

　ブロックチェーンでは、たとえ過去のデータを改ざんし
ようとしても、変更するとブロックのハッシュ値が変わる
ため、それ以降のすべてのブロックのハッシュ値を全ノー
ドで変更し、かつその変更を、常に発生する新規ブロック
作成を超えるスピードで成功させなければならず、これは
事実上困難となっている。また、暗号化技術としてはハッ
シュ値のほか、トランザクションを発生させた本人の証明
や、自分のビットコインを貯めておくウォレット（財布）の
アドレスに公開 暗号および電子署名を採用している。
　このように複数の技術で実現されているブロック
チェーンは、P2P（ピア・ツー・ピア）ネットワークを利
用して台帳を共有することで中央管理を必要とせず、改
ざん耐性に優れたデータ構造を有している。また、中央集
中型のシステムには単一障害点

※2

が存在するが、ブロック
チェーンの場合は複数のコンピュータに障害が発生して
もシステムを維持できる可用性を備えている。ブロック
チェーンを採用し、OSS（オープン・ソース・ソフトウエ
ア）として開発されたビットコインは、2009年1月から運
用を開始。全トランザクションを記録したデータベースの
サイズは約50GB

※3

になり、運用が開始されて以降、改ざんな
どの被害を受けることなく取引が継続されている

※4

。

　ビットコインにはもちろんデメリットもあり、10分ご
とにブロックを作成するためデータの確定に時間がかか
る。また、多数のノードで情報を共有しながら処理するた
め、大量のデータを処理しにくい（ビットコインのトラン

■図2 ブロックチェーンの概念図 ■図3 ブロックチェーンの種類

デメリットを改善する
新たなブロックチェーンの開発

※2 中央サーバなど、システム内のある要素で障害が発生すると、システム全体で障害を引き起こす要素
※3 経済産業省 FinTech研究会 第2回（2015年10月16日開催）配布資料より
※4 2014年に発生した、マウントゴックス取引所（MTGOX）の破綻は、ビットコインそのものの問題ではなく、ビットコインの取引を仲介するシステムの問題である

ブロック

トランザクション トランザクション ………

Nonce

ブロック

前ブロックの
ハッシュ

前ブロックの
ハッシュ

トランザクション トランザクション ………

Nonce
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ザクション処理は1秒あたり7回が限界とされる）。さらにト
ランザクションが公開されているため、どのウォレットに
いくら送金されたかが他の利用者から閲覧できるほか、秘
密 を盗まれて他人のコインを使われるリスクもある。
　しかしながら、ブロックチェーンの改ざん耐性に優れ可
用性が高いというメリットは、従来多くの情報システムに
求められコストをかけて実装・維持してきたものである。
そのため、金融機関やICT企業、ベンチャー企業を中心に、
例えばPoWとは別のコンセンサスアルゴリズムを採用し
てブロックの生成時間を短縮するなど、情報管理における
汎用的な技術としての新たなブロックチェーンに取り組
む「ビットコイン2.0」が進んでいる。
　この流れの中で、中央管理者を置くことが前提とされる
ブロックチェーンも登場している。ビットコインのような
「パブリック型」に対して、複数の管理者を置いて特定多数
の企業が参加する「コンソーシアム型」、組織内での利用を
想定した「プライベート型」といったものである（図3）。特
に金融機関では、ブロックチェーンのメリットを活かすこ
とで新たな金融サービスの創出やコスト削減を図るべく、
コンソーシアム型やプライベート型による従来システム
の再構築に注目している。

　ブロックチェーンを構成する技術には、P2Pネットワー
ク、分散台帳、暗号化、コンセンサスアルゴリズムのほかに
もう1つ、「スマートコントラクト」という重要な技術があ
る。ブロックチェーン上のエージェントとして“契約”をプ

ログラム化して自動実行させる技術で、これを活用するこ
とで仮想通貨のような数値に限らずあらゆるモノの移動
履歴を管理することが可能になる。
　ビットコインに次ぐ時価総額シェアを持つ仮想通貨
「Ethereum（イーサリアム）」は、不動産や株式、著作権な
どの契約を記録できる。仮想通貨としてよりも、スマート
コントラクトによってイーサリアム上に様々な契約のプ
ログラムを配置し、分散型アプリケーション（DApps；
Decentralized Applications）のプラットフォームとな
ることに主眼を置いている。その一例が、IBMがサムスン
電子とイーサリアム上で進めているIoTプロジェクトであ
る。家庭用洗濯機が洗剤残量を自動感知すると、自動的に
発注書を作成・発注し、それを受けて洗剤メーカーが洗剤
を発送し、決済も行われる。このように、ルールに従って安
全かつ第三者の介入なしに一連の業務の自動実行を可能
にするブロックチェーンは、私たちの暮らしをも変える可
能性を持っている。
　このほか、Linux Foundationが中心となって設立し
た「Hyperledger（ハイパーレジャー）プロジェクト」（富
士通もプレミアメンバーとして参画）は、企業間データ通
信システムにおけるデファクトスタンダードとしてのブ
ロックチェーン基盤の技術開発・推進に主眼を置き、基幹
システムや高信頼性システムへのブロックチェーン適用
に関わる検証をグローバルレベルで行っている。

　財やサービスの権利の所在と移転、取引や手続きの登録

■図4 ブロックチェーン技術活用のユースケース

モノの移動管理を可能にする
「スマートコントラクト」

登場し始めたブロックチェーン事例と
人材育成課題

出典：経済産業省「ブロックチェーン技術を活用したサービスに関する国内外動向調査報告書」
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などにブロックチェーンを活用した用途拡大は進んでお
り、すでに証券取引や国際送金、プリペイドカード、土地登
記等の公証、デジタルID、サプライチェーン、医療情報や
IoTなどでの事例が登場している（図4）。
　例えば、電子政府を推進しているエストニア共和国で
は、「X-Road」と呼ばれるクラウド上のシステム連携基盤
上に電子サービスを構築する分散アーキテクチャを採用。
この中でブロックチェーンは、改ざんが困難という特性を
活かして国民のID管理や医療データの記録などに導入さ
れている。
　Everledger（英・ロンドン）は、ダイヤモンドが産出さ
れてから購入されるまでを追跡し、ダイヤモンドの鑑定情
報や取引履歴、移転証明などをブロックチェーンを使った
システムで管理。購入者がダイヤモンドの真贋だけでなく
来歴も確認できるほか、APIの公開によって警察や銀行、
保険会社もデータ参照を可能にし、市場からの盗品排除や
ダイヤモンド自体の価値の引き上げにつながっている。
　三菱東京UFJ銀行は、2018年より、バンクオブアメリカ
やメリルリンチなど米欧豪の大手6行と連携し、ブロック
チェーン技術を利用した新たな国際送金サービスを開始
する。仮想通貨「Ripple（リップル）」を活用したこのサービ
スは、中継銀行を介さず送金先の銀行に直接送金され、即
時決済と手数料値下げが可能になる。
　また、テックビューロの「mijin（ミジン）」をはじめ、企
業がブロックチェーンを導入するための汎用プラット
フォームも登場しており、国内でも実用化が始まりつつあ
る。今後は開発の担い手不足が課題になってくると見られ
るが、ブロックチェーン推進協会（BCCC）が2016年8月
よりブロックチェーン技術を体系的に学べる「ブロック
チェーン大学校」を開講するなど、普及・促進の動きも出
てきた。

　富士通は、地方創生の実現に向けて、取り組みを推進す
る千葉県千葉市の後援、株式会社千葉銀行の協賛をうけ、
ブロックチェーン技術を活用した地域スタンプラリーの
実証実験を、2017年3月20日より千葉市中央区の千葉銀
座商店街を中心に実施。
　地域スタンプラリーは、地域の金融機関・地場企業や自
治体と連携し、その地域に縁のあるアニメ・スポーツ・観
光地・グルメなどのコンテンツを活用することで、地域に
人を誘致する。スタンプラリーのサービスを通じて、参加 〈監修〉編集委員　鈴木 龍明　日邦薬品工業㈱

● 富士通関連サイト
千葉市でブロックチェーン技術を活用した
地域スタンプラリーの実証実験を開始
http://pr.fujitsu.com/jp/news/2017/03/16.html

<参考資料>
○『ビジネスブロックチェーン』ウィリアム・ムーゲイヤー（著） 黒木章人 （翻訳） 
有限責任監査法人トーマツ（監修） 2016年 日経BP
○一般財団法人関西情報センター：KIIS　Vol.154
http://www.kiis.or.jp/content/info/kiis_pdf/kiis154.pdf
○NTTデータ：ブロックチェーンの仕組み
http://www.nttdata.com/jp/ja/services/sp/blockchain/mechanism/
○NTTデータ：イマ旬キーワード ブロックチェーン
http://www.nttdata.com/jp/ja/insights/trend_keyword/2016012801.html

者の行動データを収集・蓄積し、分析。分析したデータは
個人を特定できないように加工した状態で地域の金融機
関・地場企業や自治体に提供していく。データを活用する
ことで、新商品の開発・マーケティングや、地方創生に活
用できる地域の周遊経路の最適化などが期待できる。
　また、スタンプラリーにブロックチェーン技術を活用す
ることで、履歴の変更が事実上困難になり、過去のすべて
の取引履歴が残り続けるという透明性と信頼性の高さを
実現し、コンテンツ利用料の精算管理、スタンプの発行管
理、参加者の動線把握などが行える。
　富士通は今後、日本全国の各地域で様々なコンテンツを
活用した地域スタンプラリーを実施し、地域の金融機関や
自治体とともに地方創生に積極的に取り組んでいく。

富士通の取り組み

■図5  地域スタンプラリーの全体イメージ
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　現在、書店には、話し方や言葉遣い
など日本語に関する本がたくさん並
んでいます。著者も、大学の教授や文
学者、教育やスピーチの専門家、アナ
ウンサーなど実に様々で、各人の立
場からいろいろな考えをもとにして
書かれています。これは言い換える

と、成功する話
し方や声の出し
方、言葉遣いの
方法は、決して
一つではないと
いうことです。
　言葉のやりと
りをするコミュ
ニケーションは、
野球のキャッチ
ボールのような
ものです。相手
が幼い子供か、
プロを目指す高
校球児かによっ
て、当然投げる
ボールの種類が

変わってきます。相手からボールが
返ってきたら、それをしっかり受け
止めて、また相手に投げ返す。日常生
活ではこのキャッチボールを言葉と
言葉で行っています。しかし、自分が
思っていることと、相手が受け取っ
た言葉の中身がずれることが少なか
らずあります。相手が、同じ環境にい
る同僚なのか、全く違う職種の人な
のか、それにより相手にとって最も

わかりやすい言葉で説明する。この
思いやりのある言葉のボールが、コ
ミュニケーションには欠かせないも
のです。

　自分の言葉のボールを、相手の心
のミットに確実に投げるには力が必
要です。それが、声です。　声は、肺に
取り込んだ空気を声帯で声に変えて
出します。同じ空気を吸っているの
に、声は一人ひとり違います。それ
は、筋肉の厚みや柔軟性、骨格、歯並
び、舌の形などが一人ひとり違うか
らです。つまり、声は地球上でその人
からしか出ない唯一無二のものなの
です。その人が死んだら、その声も全
宇宙から永久に消え去るのです。自
分の声に誇りと自信を持ち、言葉を
発してください。
　日常、誰もが意識しないで高い声
から低い声、明るい声から暗い声、強
い声から弱い声など様々な声を出し
ています。声には幅があるのです。そ
の幅の中で、自分にとって心地いい
声を出すようにします。心地いいと
は、筋肉や骨格などその体から最も
自然に出る声のことです。強い感情

コミュニケーションとは何か

講
演
録

吉川 美代子 氏

キャスター、アナウンサー
京都産業大学客員教授

2017年度
FUJITSUファミリ会 春季大会

記念講演

よしかわ みよこ　1954年神奈川県生まれ。
早稲田大学教育学部卒業。1977年TBS入
社。37年間、アナウンサー、キャスターとして
活躍。「JNNおはようニュース＆スポーツ」
（TBS初の女性キャスター）「CBSドキュメン
ト」「ウォッチ！」「ピンポン！」など出演番組多
数。またTBSアナウンススクールの校長を13
年間務めた。2014年5月定年退職。今年度か
らは、京都産業大学に新設された現代社会学
部において客員教授に就任。現在も多くのメ
ディアで活躍中。著書に『ラッコのいる海』『ア
ナウンサーが教える　愛される話し方』など。

p r o f i l e

相手に伝える、伝わる話し方

自分の声の魅力を知る
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や緊張などない、ホッとした時やリ
ラックスした時に出そうと意識しな
いでも「ふーっ」というような声が出
る時があります。これを私は「ゼロの
声」と呼んでいます。この声の高さや
響きで言い慣れた自分の名前を言う
練習をすると、喉や肩に力が入らず、
聞きやすい声になります。そして、そ
の時々の感情や気持ちの強さが意識
しないで声にこもるので、マイナス
やプラスまで幅広い声になるので
す。自分の多彩な声を自覚すると自
信や愛着がもてるはずです。

　言葉は単なる音のつらなりではあ
りません。例えば、日本というものを
全く知らない人が「フ・ジ・サ・ン」
と言っても、それは聞いた音をただ
リピートしているに過ぎません。し
かし、日本人が「フ・ジ・サ・ン」と
言えば、青空に美しく映える日本一
の山を思い浮かべているはず。音に
「富士山」という中身がある。これが
言葉なのです。
　私はニュースキャスターとして番
組を担当する半年前から、政治部の記
者として官邸記者クラブで現場での

研修をしました。現場での取材を続け
ると、これまで新聞を読んで知ったよ
うな気になっていた言葉が、実は文字
を音に変換していただけだと痛感し
ました。ニュースキャスターは原稿の
文字を正しく音にするのではなく、中
身を正しく伝えなくてはならない。
同じように、相手に何かを伝えたいな
ら、中身のある実態のある言葉を話さ
なくてはなりません。理解していない
自信のない言葉は単なる音のつらな
りにすぎず、ひとつの言葉のボールに
ならないのです。

　一人ひとりの声が違
うように、人の性格も
様々です。ですから、皆
が同じように話す必要
はありません。大切な
ことは、言いたいこと、
言うべきことがきちん
と伝わること。そのた
めには、言葉のボール
にどれくらい気持ちが
入っているかが重要です。
　会社のトップやリーダーの方々に
とって大切なのは、聞く側に信頼感
や安心感を与えることです。それは
決して難しいことではありません。
その仕事に精通し、自信と誇りを
持っている人ならば、そのような声
と言葉は自然に出てくるはずです。
　また、人前で話をするときには、
「これから話をする」という空気を発

することも大切です。例えば男性な
らば、スーツのボタンを閉めながら
壇上に上がるなど、パフォーマンス
にちょっとしたメリハリをつけるだ
けで、人間には共感力がありますか
ら、聴衆の意識を変えることができ
ます。そして、自分のゼロの声から第
一声を始める。スピーチ原稿はあく
までメモ程度にします。原稿の棒読
みは、よほどのテクニックがない限
り、音の羅列になってしまいます。会
議でのプレゼンテーションなどで

は、強調したい部分と後で参考にし
てもらう部分の優先順位をつけてお
くと、わかりやすく伝わりやすい話
をすることができます。
　心から出た声で語られた中身のあ
る言葉は、必ず相手の心に届きます。
まずは、自分が言いたいこと、言うべ
きことをしっかりと把握し、自信を
持って自分の声で伝えることから実
践していただきたいと思います。

心からの言葉を
自分の声で

実態を持った言葉を話す
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● 豊かに生きる誌上セミナー

ミスを知り、ミスから学ぶ

ビジネス力アップの処方箋 ●❶

松井 順一 氏
コンサルソーシング株式会社代表取締役。中小企業診断士、システムアナ
リスト、情報システム監査技術者。アイシン精機株式会社にてABS等の新
製品開発に従事。微小洩れ測定法開発にて科学技術庁長官賞を受賞。そ
の後、社団法人中部産業連盟、トーマツコンサルティング株式会社、現職に
て、トヨタ生産方式ベースの業務改善、経営戦略等のコンサルティングを行
う。現地現物での実践重視の人づくりに定評がある。著書に『仕事のミスを
なくす99のしかけ』（日本能率協会マネジメントセンター）『職場のかんば
ん方式トヨタ流改善術ストア管理』（日経BP社）など。 

コンサルソーシング株式会社 http://www.consultsourcing.jp

ミスへの感度を高める
 ミスへの危機意識の高まり

 ミスを防ぐための3つのポイント

　近年、社会や企業において、ミスに対する関心が高まってい
ます。ミスや失敗は人間であれば誰でも、少なからずするもの
ですが、ミスの影響が今までになく大きな危険性をはらむよう
になっているのが要因のようです。
　その背景の1つが ICTなどの技術革新です。情報システムや
ネットワークの発達で、ほんの小さな入力ミスにより、莫大な金
額の損失や、企業の極秘情報が世界中に拡散してしまう状況な
どが起こり得ます。また、パソコンの普及により独立型の仕事
が増え、個々の仕事を見えにくくしています。業務が自己完結す
ることで、小さなミスが見落とされ、大きなトラブルにつながっ
てしまう事態も想定されているのです。情報社会の発展は利便
性を高め、効率的な暮らしをつくり上げてきました。しかしそこ
に生きる私たちは、これまで以上にミスや失敗に対しての意識
を高める必要があるといえましょう。同時に企業や組織もミスを
生み出さない環境づくりに積極的に取り組むことが社会的責任
として求められています。ミスに対する危機意識の高まりには、
このような社会の実情が隠されているのです。

　業務で起こるミスは企業にとって大きな課題。組織やチーム
内でミスが起こらないような取り組みが、今まで以上に求められ
ています。ここではまず、ミスを予防するために大切な3つの基
本的な考え方について紹介します。
1．“オンタイム”の整理整頓を習慣づける
　あなたがミスに気付くのはどんなときでしょう。なんとなく「あ
れ、どこか違うな？」と第六感のようなものが働くときではあり
ませんか。その場でハッと気付くことができれば、ミスが起こる
前に事を解決することができます。
　整理整頓は、効率良く仕事をこなすための基本ですが、ミス
を発見しやすい環境をつくるためにも効果を発揮します。常に正
しいものが正しいところにある環境で仕事をしていれば、異常
の発生をその場で、すぐに感じとることができるからです。
　そのためには職場内で書類などの置き場、置き方、表示方法
を定める。パソコン内も同様に、フォルダーやファイルの名称を
ルール化し、必要な場所に正しい順番で整えるようにするなど、
組織・チーム内で「整頓基準」を作成して、共通のルールのもと
で全員が業務をこなすことも有効な方法の1つです。
　常に整理整頓された環境で働くことは、“オンタイム”で異常

を知る一番のポイントで、ミスを防ぐ効果を発揮します。
2．変化・変更への対応力を高める
　管理を行う立場の人が、変化・変更にしっかりと目を配ること
も、職場でのミスを減らす対策の1つです。職場環境では、仕
事が不規則となったり、イレギュラーな事態が生じたりすると、
ミスの発生率が高くなるといわれています。例えば、ある業務
の担当者が休んで、別の人が業務を代行するとき、あるいは飛
び込み仕事が入って作業中の仕事を中断して飛び込み仕事を処
理するなど、日常的に起こり得る変化・変更です。
　こうした変化・変更の中で、作業をする人は、納期に間に合
わせる、生産性を上げるなどのゴールに目を向けがちです。作
業プロセスの異常に気が回らなくなる危険性があるため、ミス
が発生しやすい状況といえます。
　この場合、管理する側の対応が重要になります。変化に対応
してリスクを見極め、それに対処する人員を増強する、チェック
をこまめにするなど、適切に対処すれば、ミスを最小限に防ぐ
ことができます。
3．ミス解決の経済効果を把握する
　一般的にミスは1つの現象と捉えられがちですが、ミスが起
きやすい仕事の環境や仕方による影響をきちんと見据えると、
ミスに対する意識を向上させることができます。
　ミスが発生した仕事には、仕事の環境や仕方などにムリ・ム
ダ・ムラが潜んでいます。ムリ・ムダ・ムラがあるからミスが発
生したのです。解決すべきは、ミスではなく、ムリ・ムダ・ムラ
のある仕事の環境や仕方です。ムリ・ムダ・ムラによって生じる
経済的損失、効率性の低下などを具体的に算出し、それらが
なくなるとどれくらいの経済効果が得られるのかを把握しましょ
う。ムリ・ムダ・ムラの経済効果に着目して組織やチームで共有
できれば、「よし、ムリ・ムダ・ムラをなくしてミスを減らそう！」
というモチベーションにもつながっていきます。
　ミスへの対処法は、個人、管理者、組織、会社、それぞれに
求められるものは異なりますが、どの立場であっても、ミスへの
感度を高めることが、大切であることには変わりありません。
　
　いかがでしたか。ミスに
関する意識は変わりました
か。次回378号では、ミス
回避のテクニックについてお
話します。

※377号から3回にわたってご紹介します。
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FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための様々な情報をご提供します。

F a m i l y ’ s  I n f o r m a t i o n

FUJITSUファミリ会事務局 E-mail：contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

会報
担当幹事から

NEW FAMILY（3～4月度ご入会分）
　FUJITSUファミリ会九州支部では、昨年の熊本・
大分地震後、「がんばろう熊本・大分 九州はひと
つ」を合言葉に、地震復興支援・募金活動を行っ
てきました。まだまだ被災地では自宅で生活でき
ない人たちがたくさんいらっしゃいます。今後も、
さらに様々な復興支援活動を企画しますので皆様
のご協力よろしくお願いいたします。
　さて、FUJITSU ファミリ会九州支部の幹事に
なって早 4 年になりました。同時に長崎地区幹
事もしています。毎年、地区別交流会で何をしよ
うかと悩みます。例年、「企業対抗ボウリング大会」
を開催していましたが、去年は趣向を変えて観光

地で有名な「グラバー園」の
施設を借りて、普段は見過ご
しているわが町の魅力を再発
見しつつ、ファミリ会の活動
報告と説明会を行いました。
ご参加者には、各会員企業の
幹部クラスの方が多く、あら
ためてファミリ会の活動のメ
リットをご認識されたようで
した。終了後は、「グラバーナ
イト・ビアガーデン」を貸切っ
て懇親交流会を開催し、大変
好評を得ました。

九州支部

㈱長崎総合情報センター
森 成生

㈱IHIスター
㈱JA北海道情報センター
函館中央病院
㈱太平洋シルバーサービス北海道
ノースパシフィック㈱
㈱トヨタレンタリース札幌
医療法人浄仁会　大泉記念病院
NTTアドバンステクノロジ㈱
NTTテクノクロス㈱
理研電線㈱
クオール㈱
オルビス㈱
㈱アイティアイ
㈱グラヴ
㈱商工中金情報システム
ドコモ・システムズ㈱
㈱商工組合中央金庫 システム部
イオンアイビス㈱
朋和産業㈱
トオカツフーズ㈱
横河電機㈱
蝶理㈱
㈱千葉県JA情報センター
ぶぎんシステムサービス㈱
㈱ランドコンピュータ
PFU東日本㈱
信州電機産業㈱
総合青山病院
リコージャパン㈱　中部MA事業部
㈱ファインシンター
㈱新進
アワーズ㈱
名古屋特殊鋼㈱
㈱ウッドフレンズ
㈱システムマインド
アサダ㈱
豊田バンモップス㈱
ジェイアールセントラルビル㈱
林テレンプ㈱
愛知建連国民健康保険組合
アトラスシステム㈱
浪速運送㈱
トッパン・フォームズ㈱ 関西事業部
桜宮ゴルフクラブ㈱
㈱PALTAC
㈱村田製作所
㈱モリタ
㈱貴志
㈱テクノクリエイティブ
㈱イムラ封筒
日亜鋼業㈱
富士ゼロックス広島㈱
香川大学総合情報センター
愛媛県市町村職員共済組合
㈱いよぎんコンピュータサービス
㈱テクノクリエイティブ
㈱鶴屋百貨店
㈱ソフトウェア開発技術
ヒューマンリソシア㈱
㈱沖縄電子
㈱すまエコ
㈱トミレディオ
㈱グラシアス沖縄
㈱ハーベル
㈱伊禮産業
沖縄フォーサイト㈱

●北海道
　
　

●東北
●関東

　

●信越

●東海

●関西
　

●中国
●四国
　

●九州

●沖縄　

LS 研究委員会

LS研総合発表会2017 〈速報〉 運用ログを活用したアノマリ事象の検知と活用に関する研究

継続的システム開発におけるテスト効率化手法の研究
業務システム運用改善のための実態調査手法の研究

　2017年6月8日（木）、グランドニッコー東京  台場
にて、LS研総合発表会が開催されました。このイベン
トは研究分科会活動の1年間の成果を会員企業の皆
様と情報共有する場として毎年行われています。
　当日、研究成果報告書の表彰が行われました。

Leading-edge Systems 研究 最優秀賞

Leading-edge Systems 研究 優秀賞

Leading-edge Systems 研究 研究賞

◀

LS研 占部幹事長よ
り表彰状の授与。最優
秀賞をはじめ、優秀
賞、研究賞、発表賞の
表彰が行われた

◀新旧分科会メンバー
が参加し、盛況だった
懇親パーティー

地区別交流会にて懇親交流会の様子

地区別交流会にて説明会の様子

コンテナ技術を利用したPaaS向けプラットフォームの適用に
関する研究
機械学習を中心とした人工知能および関連技術の活用法の研究
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大好評企画「デジタルフォトコンテスト」が、今年も開催されます。
テーマは、①『仲間』　②『○○の思い出』。2つになって、さらに応募しやすくなりました。

応募作品は会報FamilyのFacebookに掲載し、
その中から入賞作品を選出します。

皆様からのたくさんのご応募をお待ちしております！

募集 テーマ

ファミリ会ホームページ
「デジタルフォトコンテスト作品募集！！」

投稿フォームよりご応募ください。

応募作品は、
Facebook「会報Family〈デジタル写真館〉」

に随時掲載していきます。

■応募資格
FUJITSUファミリ会の会員であれば、どなたでもご応募いただけます。
■応募規定
・応募は、お一人様何点でも可能です。
・応募者ご本人が撮影された作品かつ、他のコンテスト等に応募されて
　いない作品に限らせていただきます。
・画像ファイル形式はJPEG、サイズは5MB未満とさせていただきます。
■審査・発表
応募作品の中から、会報Family 編集委員が審査を行います。
入賞作品は会報Family379号（11月号）　誌面で発表いたします。
■応募上の注意事項
・著作権は応募者（撮影者）、使用権はFUJITSUファミリ会とさせていた
　だきます。
・被写体が肖像権を有する場合は、応募者側で権利関係を処理いただ
　いた上でご応募ください。

WD HDD 
ポータブル

ハードディスク（1TB）

応募締切　2017 年 9月 19 日 ( 火 )

最優秀賞

応募方法

閲覧方法

デジタル
フォトコンテスト
2017

①家族や友人、ペットなど、かけがえのない仲間との1カット。
②「旅の思い出」「夏の思い出」「故郷の思い出」など、○○の中は自由設定です。

大切な仲間との笑顔あふれる瞬間、何度も思い出すあのシーン……
あなたのお気に入りの1枚を、会報誌で発表してみませんか。

①『仲間』　②『○○の思い出』

各　　賞

【1作品】

Transcend
SDXC カード
64GB

優秀賞
【2作品】

Transcend
USB メモリ 32GB

佳作
【2作品】

応募者全員に、もれなく記念品を贈呈します
入賞作品の発表は会報Family379 号にて！
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募集要項については、論文のホームページをご覧ください。

応募時に必要な各種フォーマットや執筆の際に役立つ「執筆の手引き」、2016年度の入賞論文を含む400編以上の論文を掲載しています。

OJT の中から学んだことや初めて携わったプロジェクトでの経験
など、日々取り組んでいる業務を論文として発表してみませんか？
業務を見つめ直すことでさまざまなビジネススキルが向上します。

■応 募 資 格：入社 3年目までの方
■募集テーマ：日頃の業務から学んだあらゆること
■形　　　 式：小論文（本文4,000 字～ 6,000 字程度）
■スケジュール：FUJITSUファミリ会論文に同じ

日常業務を通じて経験された、会員に参考となるICT 事例はもちろんのこと、「グローバル
展開」や「人材育成」、「ワークライフバランス実現」のようなテーマも大歓迎です。情報システ
ム部門の方のみならず、利用部門の方々もご応募ください。

入賞論文については FUJITSUファミリ会 春季大会で表彰式を行います。また上位入賞論文に
ついてはセミナーとして発表する機会を用意します。社内外に向けて自社（自部門）の取り組み
を広くアピールできます。

ファミリ会論文は、審査の事前事後に論文委員会の評価・コメントを執筆者へフィードバック
することを特徴としています。自身の論文がどのように評価されたのか知ることができ、大変
勉強になります。

論文という形で成果を纏めることは、自身のかかわったプロジェクトを改めて整理し、体系だ
ててものを書く非常に貴重な経験の場となります。この経験は自身の成長へ確実に繋がります。

http://jp.fujitsu.com/family/article/

エントリー締切

 FAMILY

2017

FUJITSUファミリ会
2017年度

論文募集

応募のメリット 

プロジェクトの整理

論文スキルの向上

表彰と発表

募集テーマ

賞および賞金

論文執筆謝礼…2万円 Web掲載謝礼…3万円

一般論文・新人賞応募者には漏れなく執筆謝礼2万円を贈呈
さらに提出論文がWebに掲載されると3万円を贈呈します

※Web掲載されない論文は執筆謝礼（2万円）のみの贈呈となります。

※エントリーが間に合わない方は、事務局までぜひご一報ください。

会員企業の課題解決に役立つ様々な事例

「人材育成」と「自社の取り組みのアピール」に最適！

（提出論文一編につき贈呈） （審査の上、会員専用ホームページ「FAMILY ROOM」に
掲載された論文一遍につき贈呈）

2017 7年 月 日（月）31
論文原稿提出締切

2017 9年 月 日（金）29

最優秀論文…賞金50万円 優秀論文…賞金25万円

秀作論文…賞金10万円 新人賞…賞金3万円

新人賞！入社3年目までの方対象
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　瀬戸内海を縦断し、島々を7つの橋
でつないで愛媛県今治市と広島県尾
道市を結ぶしまなみ海道（西瀬戸自
動車道）。いまこの海道が走る芸予諸
島を拠点として、戦国時代末期に村
上海賊は宣教師ルイス・フロイスが
「日本最大の海賊」と記すほどの勢力
と繁栄を誇っていた。大島にある今
治市村上水軍博物館の学芸員、田中
謙さんによれば、「賊」といっても古
い時代の無法者的側面が強かった海
賊とは異なり、16世紀以降の海賊は
海の安全や秩序を保つために欠かせ
ない役割を果たしていたという。船
からの通行料徴収に加えて「上乗り」
といわれる水先案内や船の警固を行
い、「過所旗」と呼ぶ通行証を交付し
て航行の安全を保証したほか、廻船

や造船、漁業も生活基盤とし、戦時に
は海の武装勢力として活躍した。
　また「海賊という言葉のマイナスイ
メージから彼らを『水軍』と呼んだ時
期もありますが、現在、研究者の間で
は昔通り『海賊』とするのが一般的に
なりつつあります」と田中さんは解説
する。水軍という呼び方は、天下人や
戦国大名が組織する船乗り軍団をい
い、例えば能島村上海賊が毛利水軍の
一員として戦いに参加した、といった
ように使う研究者が多いという。

　各地にいた海賊の中でも、なぜ芸予
諸島を舞台とした村上海賊が、これほど
の興隆を見せるに至ったのだろうか。
「一番大きいのは地理的条件でしょう」
と田中さん。芸予諸島周辺は瀬戸内海
の中央で、しかも一番島が密集している
海域だ。海峡は狭く、水深は浅く、場所
によってはまるで川のように潮の満ち干
で激しく潮流が逆巻く。航行しようとす
れば地理と潮の流れへの知識と高い航
海技術が必要だ。芸予諸島の人々は古
くから船からの通行料徴収を生業にし
ていたが、瀬戸内海が流通の大動脈と
して重要性を増すにつれて水先案内や

往時の赤色
の鮮やかさ
を思わせる
猩々 (しょう
じょう)陣羽
織。村上武
吉と景親が
着たと伝え
られる

能島村上家の印章。海上交通に関する文
書への押印に使われたと思われる

左上／能島村上の全盛期（戦国時代末
期）は村上武吉(たけよし)と息子の元吉(も
とよし)・景親(かげちか)が担った。景親の
み肖像が残る　右上／能島（左）と鯛崎
島。後ろは鵜島、奥に見えるのが大島

瀬戸内海を支配した
「日本最大の海賊」

しまなみ海道に
村上海賊の足跡をたどる
かつて、日本各地には巧みな操船技術と海の知識をもって活躍した
「海賊」と呼ばれる集団があった。中でも名高いのが瀬戸内海を勢力
下に置いた村上海賊だ。彼らはどのように力を伸ばし、歴史の中でど
んな役割を果たしたのだろうか。その姿に迫っていこう。

From
支部見聞録 四国支部

愛媛
Noshima

かしょき

地理的条件と時勢を
背景に培った強大な力
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警固を含めてビジネス化していった。ま
た、秀吉が天下を統一するまでは瀬戸
内海全体を制圧する中央権力もなく、こ
こにも海賊が力を伸ばす素地があった
といえる。
　実は村上海賊といっても、来島・能
島・因島にそれぞれ拠点を置いた三家
から成っていた。来島と因島は早くから
諸大名と結び、来島は伊予の河野氏、
因島は毛利氏に臣従したが、芸予諸島
の中ほどにある能島を拠点とする村上
氏は河野氏や毛利氏と関係を持ちつつ
も独自の立場を取ったといわれる。拠点
である能島だけでなく、海の要衝を押さ
えて各所に拠点や海関（海の関所）を
築いて一族の者を派遣し、各地の海賊
たちを傘下に治め、あるいは提携し、諸
大名からは船を守る見返りにその領内
で通行料を徴収するなどの権限を得
た。戦国時代末期、力の及ぶ範囲は「堺
から坊津（鹿児島）まで」ともいわれた。
　拠点だった能島は、大島と伯方島の
間の海峡にある。大島にある村上水軍
博物館の展望室から眺めれば、意外な
ほど小さい島であることに驚かされ
る。周囲はわずか846メートル、傍らに
ある周囲256メートルの鯛崎島とセッ
トで海城が築かれていた。ここは瀬戸
内海を最短距離で抜ける航路の中に
あって活動の前線基地としてメリッ
トが大きく、また周囲の潮流は最大で
10ノット（時速18.5キロメートル）に
及ぶため戦となれば相手には攻めに
くい。ちなみに1571年にはここが合戦
の舞台になり、毛利氏と来島村上氏か
ら包囲攻撃を受けている。このように
同じ村上でも大名との関係性や時勢
によって、味方にもなれば離反や敵対
もまた繰り返されていたのだ。

　村上海賊についてはわかっていない
ことも多く、実は三島村上が同族だっ
たという確証もないという。史料に初
めて登場するのは、1349 年。野島（能
島）の海賊が幕府の使節の警固をした

という記録が最初だ。以後三島村上
氏は歴史に次第に名を現すようにな
り、毛利氏が陶氏を撃破した厳島合
戦（1555年・因島と来島村上氏が参
戦したとされる）など、彼らの力は陸
の大名たちの勢力争いに欠かせないも
のとなっていく。大坂本願寺への兵
糧搬入を目的に、能島村上氏が毛利
水軍の一員として織田勢と戦った第一
次木津川口合戦（1576年）では、「ほ
うろく火矢」という武器を使って織田
方の船を焼き崩す華 し々い活躍を見せ
たと伝えられる。
　天下を狙う者に瀬戸内海を抑えるこ
とは欠かせなかったから、信長も秀吉
も村上海賊を味方につけようと様々に
勧誘や懐柔作戦を行ったという。来
島は織田・豊臣方に鞍替えして大名と
なったが、毛利氏との関係が強い因
島はもちろん、能島も河野・毛利方に
残った。しかし天下が統一されれば、
海賊は天下人にとって目障りなもので
しかない。豊臣政権下でも毛利氏は
変わらず中国の大名であり続けたが、
秀吉は海賊の力を削ごうと圧力を強
め、1588年に「海賊禁止令」が出され
て海賊は力を失っていった。後に徳川
へ天下が移る中、来島氏は明治維新
まで小大名として存続したが、因島と
能島の村上氏は長州へ移封された毛
利萩藩の船手衆として命脈をつなぐこ
ととなった。
　こうして海賊は歴史から退場した
が、芸予諸島には遺構が残され、そ
の記憶は大小の島々が連なる美しい風
景の中に息づいている。造船や海運
が盛んな地域性は村上海賊の時代に
礎が築かれ、海賊の掟の中には瀬戸
内の海上交通のルールとして現在に残
るものもあると田中さんはいう。いま
も小説に描かれるなど、人々の心を魅
了し続ける村上海賊。「陸の歴史で語
られてきた日本史に海賊という海で活
躍した勢力があって、戦国時代に大き
な役割を果たした。そのことに対する
驚きに加え、海賊という自由なイメー
ジやいまだ謎が多いことも魅力なのだ
と思います」。

能島村上氏の
家紋を染め抜
いた旗指物

能島村上家に伝わる室町後期作の腹巻
（大名クラスの武将が持つような高級甲冑）

協力／今治市村上水軍博物館
写真／今治市村上水軍博物館所蔵・提供
        （　印は編集部撮影）

戦国でこそ輝いた
村上海賊の活躍と終焉

安宅(あたけ)船と呼ばれる大型軍船の再
現模型

村上海賊の兵法書『舟戦以律抄』。江戸時
代の編纂で内容の信憑性には疑問がある

*

くるしま

しま いんのしま

すえし

ぼうのつ

はかたじま

たいさきじま

の

*
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